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支えたい

　　　　　　　　　　　　　　　　広島県　広島市立戸山中学校　３年

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(はしもと),橋本)　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(もえ),萌)
私はある一冊の本を手に取った。今、若者に人気の作家山田悠介さんの「メモリーを消すまで」という本だ。この本にはとても魅力を感じた。私はこの本の背表紙を見て少し高かったけれど買ってしまった。この物語の主な内容は、犯罪防止のため、全国民の頭にメモリーチップを埋め込み犯罪を犯した人の犯罪の記憶（記録）をすべて消して更生を助ける。しかし、そのシステムに何か疑問を感じている一人の男が奮闘するというものだ。私はこの本を読んで驚いた。この本には犯罪を犯した人の更生の難しさが細かく書き記されていた。私はこの本を読むまで、事件が起こり苦しむのは被害者やその家族だけだと思っていた。でもこの本を読んで私の勝手な思い込みは間違いであると気が付いた。
　私の妹は小学一年生の時交通事故にあった。その時私は小学四年生で、家で祖父と母と一緒に妹の帰りを待っていた。するとそこに一本の電話が鳴った。何も考えていなかった。ただの何の意味もない私にとってはどうでもいい電話だと思った。でも違った。その電話は、私と妹の通う小学校から妹が事故にあったという電話だった。そのことを母から聞いた時私は頭が真っ白になった。そして気付いた時には、家を飛び出し道路をがむしゃらに走っていた。自然と泣いていたんだと思う。母と事故現場に着くと、たくさんの人だかりができていてその中心には血だらけの妹がいた。救急車が到着して、やじうまがみんないなくなった後、一人その場に残って必死な形相で電話している女性がいた。小学生の私でも、この女性が加害者だということは容易に想像できた。私は今にも溢れ出てきそうな涙をこらえて、まるで汚い物を見るような目で彼女を睨んだ。一生許さないと思った。でも「メモリーを消すまで」を読んで私は考え、そしてたくさん調べた。そして彼女にあんな態度をとった自分を恨んだ。彼女は別に妹を殺したくて交通事故を起こした訳ではない。彼女にも大切な家族がいて彼女のことを心配する人がいる。だれかが彼女のことを受け入れてあげないといけないと思った。
　最近日本では少年による犯罪が増えている。少年（未成年者）は更生する可能性が高いので、成人同様の刑事処分を下すのではなくて原則として家庭裁判所により保護更生のための処置を下すことを規定とする少年法という法律があることを調べてみて初めて知った。少年法は二千年に改正され刑事処分の可能年齢が「十六歳以上から十四歳以上」となった。二千七年には少年院送致の対象年齢は「おおむね十二歳以上」となった。法務省は「おおむね」の幅を「一歳程度」としたため十一歳の者も少年院収容の可能性がある。これらのことはすべて初めて知ったことだった。現在国民投票法で十八歳以上を成人とみなす項目があることから少年法の年齢規定が二十歳から十八歳に引き下げようとされている。私はこの見直しに賛成だ。なぜなら国民投票法でもし、十八歳以上が成人とみなされ投票権が得られるようになったなら、もう立派な社会人として認められているということで善悪の区別がはっきりと自分でつけられるということだと思うからだ。でも、やはり少年法など犯罪を犯してしまっても更生できる場所を作ってあげることはとても大事なことだと思う。犯罪を犯してしまった人を社会が受け入れるのにはとても時間がかかる。私は見守ってあげたいと思う。そして支えてあげたいと思う。少しでも早くその人が社会に復帰できるようにするためには何が必要なのかを考えた。やはり一番大事なのは受け入れる気持ち、支える心、優しい思いである。
　最初の話にもどるが「メモリーを消すまで」のように罪を犯した記憶を全部消してしまえばいいかもしれない。しかし、記憶を消したところでその人が犯罪者だという事実は変わらない。それどころか周りの人がその人のことを冷たい目で見たり差別したりすると、更生どころか人を信じられなくなってしまうのではないか。私はこれから、更生しようとしている人を支えていきたいと思う。犯罪がなければそれにこしたことはない。でも犯罪を犯してしまい一生懸命更生しようとしている人を支えていける社会こそ明るい社会だと私は思う。
法務省“社会を明るくする運動”中央推進委員会主催


第６５回“社会を明るくする運動”作文コンテスト





日本BBS連盟会長賞（優秀賞）











